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                                     長崎県病害虫防除所長 

 

令和６年度病害虫発生予察防除情報第１０号 

 

普通期水稲 トビイロウンカの発生状況と防除対策について 
 

 現在の飛来・発生状況は下記のとおりですので、圃場での発生に注意して防除の徹底をお願いし

ます。 

 

                      記 

 

１．飛来・発生状況 

（１）６月２０日に予察灯（佐世保市）で初誘殺を確認し、その後６月２２日に五島市の予察灯、

６月２３日に南島原市、五島市の予察灯で誘殺を認めた（図１）。 

  また、６月３０日にネットトラップ（諫早市）で初誘殺を確認した。 

  なお、県予察圃場（諫早市、無防除、早期水稲）では６月３半旬に幼虫を確認しており、平年

より早い飛来があったと考えられる。 

（２）６月後期の巡回調査（早期水稲２０筆、普通期水稲４２筆）の結果、発生を認めなかった（早

期水稲 平年 株当たり虫数０.０頭、発生圃場率４.５％、普通期水稲 過去１０か年平均 株

当たり虫数０.０頭、発生圃場率０.３％）。 

（３）７月１半旬の県予察圃場（諫早市 無防除）調査の結果、早期水稲における株当たり虫数は

０.１頭（７月上旬平年値０.１頭）寄生株率１２.０％（同 ３.５％）であった。 

 

２．防除対策 

（１）本虫の現時点における主飛来日は６月２３日と推定されるが、今後も飛来する可能性がある

ので、飛来及び圃場での発生状況に注意する（飛来状況については、長崎県病害虫防除所ホー

ムページに掲載）。 

（２）株元を好んで寄生するので、株元へ十分に薬剤が付着するよう丁寧に薬剤散布を行う。 

（３）圃場間や同一圃場内でも偏って発生していることが多いので、圃場の見回りを徹底する。 

（４）今後の圃場での発生状況に十分注意し、７月下旬～８月上旬に１００株当たり２０頭以上の

成虫の寄生が認められる場合、幼虫ふ化揃い期に防除を行う。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○６月から８月までの３か月間を「農薬危害防止運動月間」と定め、農薬事故を防止する運動を実

施しています。 

○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。 

「長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室（長崎県病害虫防除所）ホー

ムページ」アドレス 

：https://www.pref.nagasaki.jp/e-nourin/nougi/JPP/index.html 

○この情報に関するお問い合わせ 

  長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室 

（長崎県病害虫防除所） ＴＥＬ：0957-26-0027 
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